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概 要

本稿は、出生率内生化モデルを用いて、年金制度の持続可能性について考察を行う。本稿
では 2つの年金制度を考える。1つは若年世代に対する保険料率を固定させて老年世代への年
金支払いが世代人口比率などにより変化する確定拠出型年金制度であり、もう 1つは老年世代
に対する年金支払いを固定して、世代人口比率などにより若年世代に対する保険料率が可変的
に変換する確定給付型年金制度である。確定拠出型年金制度では、出生率の動学が児童手当や
保険料率の大きさにより変化することを明らかにした。また、確定給付型年金制度では、定常
状態均衡が最大 3つ存在することを明らかにした。児童手当が出生率に与える影響は年金制度
により異なり、確定拠出型年金制度では、児童手当をある程度与えなければ、出生率が時間を
通じて減少し続け、年金制度を維持できないことを明らかにした。
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